
整理番号 事業名 担当部 担当課

1 学校跡施設利活用検討事業 企画財政部 政策調整課

2 障がい者雇用創出事業 職員課

3 市勢要覧制作事業 情報推進課

4 確定延滞金管理システム構築事業 納税課

5 地域防災計画改訂事業 危機管理担当

6 コミュニティ施設整備事業 市民生活課

7 北広島団地住民センター耐震化等改修事業 市民生活課

8 協働推進事業 市民協働推進課

9 第２次環境基本計画策定事業 環境課

10 太陽光発電システム等設置補助事業 環境課

11 生ごみ分別モデル事業 廃棄物対策課

12 地域子育て支援センター運営事業 児童家庭課

13 大曲学童クラブ移転事業 児童家庭課

14 保育所緊急整備事業 児童家庭課

15 地域のお茶の間運営事業 高齢者支援課

16 ヒブワクチン予防接種費用助成事業 健康推進課

17 福祉センター大規模改修事業 こども発達支援センター

18 市営住宅共栄団地建替事業 建築課

19 雪対策基本計画策定事業 土木事務所

20 除雪車等購入事業 土木事務所

21 都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業 都市整備課

22 大曲地区道路改築事業（大曲幸１号線） 都市整備課

23 大曲東通線歩道造成事業 都市整備課

24 北広島団地周辺緑地樹木管理事業 都市整備課

25 富ヶ岡市民の森整備事業（緑の活動拠点整備事業） 都市整備課

26 菜園パーク促進事業 農政課

27 緊急雇用対策事業 商業労働課

28 若葉小学校校舎屋体地震補強・大規模改造事業 管理課

29 高台小学校校舎屋体大規模改造事業 管理課

30 大曲東小学校エレベーター設備等設置事業 管理課

31 西部中学校講堂耐震化事業 管理課

32 芸術文化創造プラン策定事業 芸術文化ホール

33 地域ぐるみの学校安全安心体制整備事業 青少年課

34 消防署大曲出張所移転用地取得事業 総務課

35 消防庁舎耐震化事業 総務課

36 消防車両整備事業 警防課

生涯学習部

消防本部

保健福祉部

建設部

経済部

管理部

平成２２年度当初予算の作成に係るパブリックコメント対象事業一覧

総務部

市民部

環境部



パブリックコメント様式

整理番号 1

所管部局 企画財政部政策調整課

事業
目的

事業

概要

効果

4,837

地域で親しまれている学校施設の統合後の利活用方法を検討して
いくことから、「（仮称）市民検討会議」を設置して一般市民の参画を
お願いし、市民との協働により全市的な利活用方法を検討してまいり
ます。ここで法的規制などの諸条件を的確に整理し、より良い利活用
の方策を導きながら検討を進めていきます。
予算要求の内容は、委員報酬（委員１５名×６回）、委員費用弁償
（委員１５名×６回）、広報紙掲載に係る印刷製本費・手数料・折り込
み費用、資料送付に係る郵便料、利活用計画（案）策定に係る業務
委託料等となっております。
業務委託の内容につきましては、「（仮称）市民検討会議」の開催に
係る助言をはじめ、進行管理的な支援を含めるとともに、利活用の検
討にあたって必要となる施設利用の配置案作成や施設改修の概算
費用の積算なども予定しております。

【予算案】
委託内容等の精査により一部減額し予算を計上しました。

予算額　　　３，９５１千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表

●学校統合のための検討会議費用としては高額過ぎるのではない
か。
　　委員報酬＠７０００×延９０＝６３０，０００円、
　　計画案作成費用　１部＠３００×３０００部＝９００，０００円、
　　市職員超過勤務経費　一人３０００円×３名×６回＝５４，０００円
　　コピー代その他雑費　約３０，０００円
　　　　計１，６１３，０００円　　・・・・・・・　この程度ではないか。

●広く市民の意見を聞く機会をぜひつくるべき。その際は既存の団体
の代表だけではなく、若者や女性を含めた幅広い年代の一般市民が
参加できるようにしてほしい。

財源内訳
【千円】

　(仮称）市民検討会議等を設置・開催し、市民の意見を踏まえた学校跡施設利活用計
画案を平成２２年度中に策定。
　・市民検討会議（委員１５名）×６回

その他特定財源

一般財源

（該当なし）

（該当なし）

国・道補助金

起債

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

学校跡施設利活用検討事業

予
算
要
求
概
要

　平成24年4月に北広島団地内小学校が統合されることにより、 学校跡施設の利活用
方法を市民との協働により検討することが必要であるため。

　地域で親しまれている学校の跡施設の利活用を市民と協働して検討することは、市民
の期待に資する大きな効果がある。

平成
２２年度

予算
要求額
【千円】

4,837

総合計画における区分

（該当なし）



パブリックコメント様式

整理番号 2

所管部局 総務部職員課

事業

目的

事業

概要

効果

2,965

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

障がい者雇用創出事業

予
算
要
求
概
要

「障害者の雇用の促進等に関する法律」の趣旨に基づき、障がいのある方が自立して健
やかに暮らせるように支援するため、行政が率先して雇用を創出していくことで社会への
寄与を目指す。

障がいのある方の自立に向け、経済的な面からの支援が図られるとともに、障がいのあ
る方と健常者の相互理解が深まることにより、「こころのバリアフリー」が進むことが期待
される。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

2,965

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

障がいのある方が自立して健やかに暮らせるように支援するため、市の臨時職員として
採用する。
平成22年度採用予定人数：２名

その他特定財源

一般財源

総合計画における区分

（該当なし）

（該当なし）

（該当なし）

「障がい者雇用創出事業」につきましては、平成22年度に新たに実施
する事業であることから、就労者及び配置先部署等に対する聴き取
り調査等を行い、継続実施も含め検討してまいりたいと考えておりま
す。

【予算案】
要求内容どおり予算を計上しました。

予算額　　　２，９６５千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表

●事業者の障がい者雇用に関しての理解が進んでいない現状から、
市が率先して雇用することは大変意義があること。特に知的障がい
や精神障がいを持っている方の就労は大変困難となっていることか
ら今年度だけではなく継続して採用枠を設けるべき。



パブリックコメント様式

整理番号 3

第3章

第5節

第3施策

所管部局 総務部情報推進課

事業
目的

事業

概要

効果

2,019

市勢要覧の作成にあたっては、前回の作成時と同様に公募による市
民編集委員会を設置いたします。
市民編集委員には企画、技術講習会やワークショップなどを経て取
材や原稿書きも担当していただく予定です。
新しい市勢要覧は、当市への移住を検討している方にも活用してい
ただけるよう、生活情報も盛り込んだ内容を検討していきたいと考え
ております。
また、市外の方に当市をＰＲできる有効な配付方法についても、ご意
見をいただく予定です。

【予算案】
印刷仕様や工程の見直しを行いました。成果品のデータ提供も受け
る予定で、増刷については対応可能と考えております。

予算額　　　４７３千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表

●「事業概要」に市民参加の体制とあるが、具体的にどのような形式
なのか。また、印刷部数４０００部とあるが、大幅に増刷して各旅行会
社や東京の道産品アンテナショップ等々にも配布してアピールしては
どうか。
さらに、当市に転入届を提出された人にも配布し、理解浸透を図って
はどうか。

総合計画における区分

いきいきとした交流と連携のまち

開かれた市政

情報の共有

財源内訳
【千円】

市勢要覧制作委託
企画構成、デザイン・コピーの作成、取材・写真撮影、市民編集会議・講習会、修正・色
校正、印刷・製本などを平成２３年度までの２カ年で実施する。（印刷部数は4,000部）

＊制作は、市民参加の体制にて行う。

その他特定財源

一般財源

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

市勢要覧制作事業

予
算
要
求
概
要

北広島の人やまちの魅力を市外に向けて紹介するため、市勢要覧を制作する。

完成した市勢要覧を、ほかの自治体から当市を訪れる個人や市民に配布することで、北
広島の人やまちの魅力を宣伝する。
また、市民に編集に参加してもらうことで、ここに住んでいる人の目から見た北広島の魅
力や住みよさを盛り込むことができる。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

2,019

国・道補助金

起債



パブリックコメント様式

整理番号 4

第3章

第5節

第4施策

所管部局 総務部納税課

事業
目的

事業

概要

効果

1,260

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

確定延滞金管理システム構築事業

予
算
要
求
概
要

　 延滞金の徴収を強化することにより、税負担の公平性の確保と、納期内納付の向上
による滞納者の減少を図る。

　税負担の公平性を確保するとともに、延滞金を徴収することにより納期内納付の推進
につながり、滞納者が減少し、収納率が向上する。

平成
２２年度

予算
要求額
【千円】

1,260

総合計画における区分

いきいきとした交流と連携のまち

開かれた市政

行財政運営

国・道補助金

起債

現在、本市では、地方税法に従い滞納整理を進めなければならない
ことから、延滞金徴収を含め滞納整理事務全般の徴収費用に多くの
税金を投入しています。滞納整理事務は、市の財源を確保するため
に必要な事務で、滞納者の負担のみで実施することは難しい状況で
あり、延滞金徴収に係る手数料の徴収についても、地方税法に規定
がなく、難しいものと考えております。
本市では、現在税負担の公平性を確保するため、滞納処分の強化と
延滞金徴収の強化を進めています。今回のシステム導入で、徴収額
の増と納期内納付の推進による滞納者の減少を目指しているところ
であります。

【予算案】
要求内容どおり予算を計上しました。

予算額　　　１，２６０千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表
●滞納者からの徴収に税金を投入することは市民負担の元凶である
ことから、延滞金徴収費用を手数料の形で当事者負担とすることが
できないか、関係税法や条例化を検討していただきたい。

財源内訳
【千円】

　本税を納期限後に納付した方で、延滞金が発生している納税者を抽出し、確定延滞金
納付書及び計算明細書を郵送し、これを納付いただくとともにその納付状況を管理す
る。（それらに係るシステムの構築及び運用）

その他特定財源

一般財源



パブリックコメント様式

整理番号 5

第1章

第7節

第1施策

所管部局 総務部危機管理担当

事業

目的

事業

概要

効果

7,047

平成14年3月に防災ガイドブックを作成し、全戸配布をしたところです
が、その中でハザードマップのほか避難場所・緊急連絡先等を掲載
したところです。
今回の防災ガイドブックについても、ハザードマップはもちろんのこ
と、避難場所・緊急連絡先の掲載のほか、自然災害への心構え、災
害時要援護者への対応策等、できる限り市民の皆様に、日頃から災
害時の対処方法としての資料となるよう作成し、配布したいと考えて
おります。
広告収入につきましては、コストダウンという観点から検討していきた
いと考えております。

【予算案】
委託内容等の精査を行い一部減額しました。なお、防災ガイドブック
については地域防災計画改訂の内容を反映させるため後年次での
対応とすることとし、当初予算案への計上は行いませんでした。

予算額　　　３，４２５千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表

●「事業概要」に防災ガイドブックの作成と全戸配布とあるが、これは
大変重要な施策であり、早期に実施していただきたいが、ハザード
マップに留まらず、避難場所・連絡先等も掲載するよう検討願いた
い。
また、作成経費について、ガイドブックに広告を募集し、広告収入を
制作費に充当してはどうか。

財源内訳
【千円】

・地域防災計画・水防計画の修正
・防災ガイドブック（ハザードマップ）の作成、全戸配布

その他特定財源

一般財源

防災と消防

総合的な防災体制の充実

国・道補助金

起債

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

地域防災計画改訂事業

予
算
要
求
概
要

北広島市の地域に係る防災に関し、予防対策、応急対策、復旧対策等の災害対策を実
施するに当り、市及び防災関係機関がその機能のすべてをあげて市民の生命、身体及
び財産を災害から保護するための対策について定める。

近年の高齢化等、社会・経済構造の変化に十分配慮して、常に的確かつ適切な対応を
図る。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

7,047

総合計画における区分

安全で安心できるまち



パブリックコメント様式

整理番号 6

第３章

第１節

第３施策

所管部局 市民部市民生活課

事業

目的

事業

概要

効果

11,752

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

コミュニティ施設整備事業

予
算
要
求
概
要

　住民集会所の多くは、築２０から３０年以上を超え老朽化が進行していることから、建設
年度や住民要望・老朽化の進行状況などを勘案した中で、改修ピークの分散等を考慮し
ながら計画的に改修等を実施し、適正な維持管理に努める。

　住民集会所を計画的に改築・補修をすることにより、快適で利用しやすいコミュニティ施
設をつくり、市民の地域連帯感を醸成する。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

11,752

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

・島松中央会館：　井戸掘削工事

・第１住区集会所：　屋根及び外壁等改修工事

その他特定財源

一般財源

総合計画における区分

いきいきとした交流と連携のまち

コミュニティ

施設の整備

【予算案】
島松中央会館については平成２１年度の補正予算での対応とし、ま
た第１住区集会所については他事業との優先度等を勘案し、ともに
平成２２年度当初予算案への計上は行いませんでした。

予算額　　　０千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表 提出意見はありませんでした。



パブリックコメント様式

整理番号 7

第３章

第１節

第３施策

所管部局 市民部市民生活課

事業

目的

事業
概要

効果

36,700

12,293

予
算
要
求
概
要

　北広島団地住民センターは、来年築３０年を迎え、ホールの耐震性や外壁の老朽化が
進行していることから、市民がコミュニティの場として安全で快適に利用できるように改
築・補修を実施し、適正な維持管理に努める。

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

北広島団地住民センター耐震化等改修事業

団地住民センターは昭和５５年に建設され、北広島団地の中心に位
置することから、様々な市民活動に有効活用されている施設です。こ
の施設は建築後２９年が経過していますが、耐用年数からして今後
も利用可能な施設と考えています。
このことから、災害時の収容避難場所としての機能と利用者の安全
を確保するため、ファミリーホールの耐震化工事や外壁塗装などの
改修工事を予定しており、「市有建築物耐震化推進計画」により平成
27年度までに施設の耐震化を行うものとしています。
なお、学校跡施設の利活用については、現在、学校跡施設利活用検
討委員会において、北広島団地内の公共施設の利用状況なども踏
まえながら利活用施設の検討を行っていますが、今後、（仮称）市民
検討会議を設置して総合的に検討する考えでいます。

【予算案】
上記の状況から当初予算案への計上は行いませんでした。

予算額　　　０千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表

●４８００万円を投入するとあるが、団地内小学校の統合により廃止
される学校を改修して活用することはできないか。住民センター単独
で考えるのではなく、学校統合と併せてプランニングすべきであると
考える。

財源内訳
【千円】

・北広島団地住民センター：　ファミリーホール耐震化工事、及び外壁等改修工事

その他特定財源

総合計画における区分

いきいきとした交流と連携のまち

コミュニティ

施設の整備

　計画的に改築・補修することにより、快適で利用しやすいコミュニティ施設をつくり、市
民の地域連帯感を醸成する。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

48,993

国・道補助金

起債

一般財源



パブリックコメント様式

整理番号 8

第3章

第5節

第1施策

所管部局 市民部市民協働推進課

事業

目的

事業

概要

効果

3,000

初動支援コース10万円・自主事業支援コース50万円は補助金の上
限額を定めたものであり、補助率2分の1以内という定率方式になっ
ております。

【予算案】
従来の地域まちづくり事業補助金を補完しながらの対応とすることと
し、減額査定としました。

予算額　　　１，５００千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表
●補助金額については、例えば整理番号２６（菜園パーク促進事業）
のように定率方式が妥当ではないか。定額方式では申請者により補
助割合が異なることになる。

開かれた市政

市民との協働

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

公募に応募した団体からの公開プレゼンテーションを開催し、市民協働推進会議（審議
会）が審査を行い、その審査結果（答申）をもとに市長が対象事業を決定する。
補助金の事業区分は、
①初動支援コース 10万円（これから公益活動に取り組もうとしている団体が行う事業）
②自主事業支援コース 50万円
　　（公益活動を1年以上継続して行っている団体が行う事業）
で、①、②とも補助率1/2以内とする。

その他特定財源

一般財源

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

協働推進事業

予
算
要
求
概
要

市民の公共・公益部門への積極的な参加を支援するための公募型補助金制度として創
設するもので、「公益活動団体との協働指針」の理念に基づき、市民が主体となった公
益活動団体の活動に対して補助金を交付することにより、公益活動の活性化を図り自立
的な発展を促す。

多様な知識や経験を持つ市民が、公益活動を通じて社会で活躍できる場や機会が広が
る。
また、公益活動団体の専門性を活かした事業が実施されることにより、市民にとってニー
ズに対応したきめ細かなサービスを受けることができる。

平成
２２年度

予算
要求額
【千円】

3,000

総合計画における区分

いきいきとした交流と連携のまち



パブリックコメント様式

整理番号 9

第２章

第３節

第１施策

所管部局 環境部環境課

事業

目的

事業

概要

効果

10,289

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

第２次環境基本計画策定事業

予
算
要
求
概
要

北広島市の環境に関する総合的な計画である「環境基本計画」を今日の状況に合わせ
て策定し、「あるべき環境の姿」と今後１０年間の環境に関する基本施策の方向性等を定
め、当市の環境行政を推進するための指針とする。

当市の環境行政を適切に推進していくことができる。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

10,289

総合計画における区分

環境と共生する快適なまち

環境保全

環境保全対策の推進

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

　本市の環境施策の指針となる「環境基本計画」は、２２年度で計画推進期間を終えるた
め新たな計画の策定が必要である。策定にあたっては、現計画策定時と環境行政を取り
巻く情勢が大きく変化してきたことから、課題や施策等も大幅に見直していく必要がある
が、相当の専門知識が必要であり、また技術とノウハウを要する膨大な作業などを伴う
ことから、技術・知識を有する研究機関等にその業務を委託する。また、地方自治体に
策定の努力義務がある地球温暖化対策実行計画も同時に原案の作成を進める。
計画期間：平成２３年度～平成３２年度

その他特定財源

一般財源

ご意見のとおり、委託範囲をどのように設定するかによって業務委託
料が大きく増減いたします。

【予算案】
業務委託料の内容を精査し減額して予算を計上しました。

予算額　　　３，９９８千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表

●予算額については、そのほとんどが調査研究や計画原案作成費
用であるが、国・道の補助金がない中で当市単独事業としては高額
過ぎる。
１０００万円の算出根拠がないので詳細は不明であるが、関係法令
で定められている基礎部分のみを委託することとしてはどうか。



パブリックコメント様式

整理番号 10

第２章

第３節

第３施策

所管部局 環境部環境課

事業

目的

事業

概要

効果

5,000

2,867

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

太陽光発電システム等設置補助事業

予
算
要
求
概
要

　地球温暖化対策として、温室効果ガスであるＣＯ２削減のため、一般住宅での太陽光
発電システム及び同時に導入するその他の省エネ設備等の設置にかかる費用の一部
を補助し、これらの設備の一般住宅への普及を図る。

市内での一般住宅への太陽光発電システム普及を促進し、地球温暖化対策の推進に
寄与する。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

7,867

総合計画における区分

環境と共生する快適なまち

環境保全

環境負荷の低減

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

　太陽光発電システムを設置しようとする市民に対象に、その規模に応じて一定額の補
助をおこなう。
　当初２年間（平成２２、２３年度）については、
　①太陽光発電システム及びその他省エネ設備の複合的導入に対する補助
　　（道費利用）　5,000千円
　②太陽光発電システム単独導入に対する補助（単独事業）　2,800千円
の２つの種別に分けて補助を実施していくこととする。

その他特定財源

一般財源

【予算案】
上記の事業概要①の補助事業のみを実施するものとして予算を計
上しました。

予算額　　　５，０６１千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表 提出意見はありませんでした。



パブリックコメント様式

整理番号 11

第2章

第4節

第1施策

所管部局 廃棄物対策課

事業
目的

事業

概要

効果

19,148

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

生ごみ分別モデル事業

予
算
要
求
概
要

　平成２３年度開始の生ごみバイオガス化事業のため、家庭から排出される生ごみを分別収集す
るためのモデル事業を実施する。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

19,148

総合計画における区分

環境と共生する快適なまち

廃棄物とリサイクル

ごみの減量とリサイクル

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

　平成２２年６月から７月　月・木　火・金　水・土の３収集地区から各１００世帯、計３００世帯を対
象に生ごみの分別収集を実施、併せて生ごみの性状分析を行う。
　平成２３年１月から３月　市内全世帯を対象に生ごみ分別収集、下水処理センターでバイオガス
化施設の試験運転。

その他特定財源

一般財源

本モデル事業は、平成２３年４月から始まる生ごみバイオガス化処理施設の本格稼動
に向けて、市民の皆さんに生ごみを分別していただくための試行事業です。

・平成２２年６月～７月　市内３００世帯で生ごみの分別：分別状況、生ごみ性状調査
・同８月　　　　　　　　　　上記３００世帯へのアンケート調査
・同９月～　　　　　　　　　アンケート結果→市民説明会・広報での周知
・平成２３年１月～３月　生ごみ処理施設性能確認等のための試運転
　　　　　　　　　　　　　　　市内全世帯で生ごみ分別（生ごみの確保と分別の前準備）
・同４月～　　　　　　　　本稼動

経費内容は、生ごみ専用袋を作成、配付、生ごみの分別収集経費が主なものです。
なお、当市のごみの現状、分別の徹底と減量の必要性につきましては、今後とも広報な
どにより周知を行いながら、市民の皆さんにご理解をいただくよう努めてまいります。

【予算案】
平成２３年１月からの事業内容については更なる検討が必要と判断し、性状調査等に
必要な経費のみを当初予算案に計上しました。

予算額　　　５５８千円

予算案の公表・
意見等への回答

意見等の公表

●これはあくまでもモデル事業であり、そのための経費として１９００万円を投入するの
はコスト的に高額過ぎる。
他市の先駆的な状況を調査して決定すれば良いと思われるので、この事業は廃止すべ
きである。

●モデル世帯に対して、当市のごみの現状、分別の徹底と減量の必要性、バイオガス
化処理についてなど十分な事前説明を行うこと、また、モデル事業の経過や結果につ
いては、ホームページや広報などに公表してほしい。生ごみ分別収集開始のお知らせと
ごみの減量を広く市民に呼びかける機会とするべき。



パブリックコメント様式

整理番号 12

第1章

第3節

第1施策

所管部局 保健福祉部児童家庭課

事業

目的

事業

概要

効果

9,325

4,447

地域子育て支援センターの運営にあたりましては、これまで保育園に
併設しながら実施してきた実績や、センターの開設準備にあたり先進
地での取り組みなどを視察してきた結果を運営に生かしていきたいと
考えております。
また、ご提案いただいたご意見も参考にしながら、研修の機会を充実
するなどスタッフの育成を行ってまいりたいと考えております。

【予算案】
一部内容の精査を行い減額し予算を計上しました。

予算額　　　１２，４１２千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表

●東部や団地地区の親子の待ち望んでいた施設となる。気軽に訪
れることができ、相談もできる体制をつくり、悩みや不安を抱えている
親子を支援する場所となってほしい。そのためにはスタッフ・コーディ
ネーターの育成をしっかりと行うべき。

児童福祉

子育て支援の充実

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

支援センター開放、遊びと親同士の交流、(みんなの広場)
遊びのひろば(年齢に応じたテーマを設定し、様々な遊びに親子で参加できるプログラム
を提供する。)
子育て相談、子育て講座、子育てサークルの育成支援、出張ひろばの実施

その他特定財源

一般財源

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

地域子育て支援センター運営事業

予
算
要
求
概
要

地域の子育て支援情報の収集・提供に努め、子育て全般に関する専門的な支援を行う
拠点として支援機能の充実を図り、子育ての不安感・孤独感等を緩和し、子どもの健や
かな育ちを促進する。地域の子育て中の親子が気軽に訪れ、一緒に遊んだり交流した
り、仲間作りをすすめる。

幅ひろく、未就学児童をもつ親に対する育児支援が図られる。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

13,772

総合計画における区分

安全で安心できるまち



パブリックコメント様式

整理番号 13

第1章

第3節

第1施策

所管部局 保健福祉部児童家庭課

事業

目的

事業

概要

効果

4,666

28,867

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

大曲学童クラブ移転事業

予
算
要
求
概
要

　保育需要が多い大曲小学校区にある標記施設は、定員50名を超える受け入れを行っ
ている。施設の老朽化に加え施設面積が狭隘なこと、小学校から距離があること等を解
消することを目的とし、施設移転を実施する。

定員60名とすることにより、地区の利用希望の多くに応えることができる。施設面積が増
えることにより環境改善が図られる。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

33,533

総合計画における区分

安全で安心できるまち

財源内訳
【千円】

大曲学童クラブ(大曲こども館)を大曲小学校の１階部分３教室に移転するため、所要の
経費を見込む。　(施設改修費)

その他特定財源

一般財源

児童福祉

子育て支援の充実

国・道補助金

起債

大曲学童クラブは、現在の施設が狭隘で老朽化も進んでいることか
ら、大曲小学校の大規模改修事業に合わせて、空き教室への移転を
検討しており、定員の拡大などについて検討してまいります。

【予算案】
平成２１年度の補正予算において、大曲小学校の大規模改造工事に
より対応することとし、平成２２年度当初予算案への計上は行いませ
んでした。

予算額　　　０千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表

●今の学童クラブの場所では反対方向になるため遠くて本人も行き
たがらないことがしばしばあります。小学校内に移転可能となれば大
変有難い話しなので是非とも実現させていただきたく願っています。

●大曲地区は学童クラブ利用の児童が多く、施設も狭隘で安全性の
不安があることから、ゆとりのある施設を整備し、希望者全員が利用
できるようにするべき。

●学童の場所を学校内に移動してもらえると、家から今は遠いので
近くになると安心です。よろしくお願いします。



パブリックコメント様式

整理番号 14

第1章

第3節

第1施策

所管部局 保健福祉部児童家庭課

事業

目的

事業

概要

効果

43,440

21,720

【予算案】
要求内容どおり予算を計上しました。

予算額　　　６５，１６０千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表 提出意見はありませんでした。

児童福祉

子育て支援の充実

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

北海道安心こども基金を活用し、施設の増改築により待機児童を解消するための定員
増を図る。（園の施工に対し補助を行う。負担率：道　1/2、市 1/4。事業者負担は 1/4）

〔対象施設〕
広島未来の会　はだかんぼ保育園　定員増15名を予定　改修工事基準額　52,560千円
水の会　　　　　 大曲いちい保育園　定員増10名を予定　改修工事基準額　34,320千円

その他特定財源

一般財源

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

保育所緊急整備事業

予
算
要
求
概
要

待機児童解消のための定員増を目的とし施設の増改築を実施する。

より多くの保育所利用希望の需要に応えることが可能となる。

平成
２２年度

予算
要求額
【千円】

65,160

総合計画における区分

安全で安心できるまち



パブリックコメント様式

整理番号 15

第1章

第5節

第2施策

所管部局 保健福祉部高齢者支援課

事業
目的

事業

概要

効果

600

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

地域のお茶の間運営事業

予
算
要
求
概
要

高齢者の交流や外出機会をつくるとともに閉じこもりを防止する。
高齢者の介護予防。

ボランティア団体を支援し、地域の高齢者が気軽に参加できる仕組みを構築し、高齢者
の交流や外出機会をつくるとともに閉じこもりを防止することにより、高齢者の介護予防
につなげられる。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

600

総合計画における区分

安全で安心できるまち

財源内訳
【千円】

高齢化率が３０％を超える北広島団地地区を対象に、平成２１年度委託事業による社会
実験が行われている。
４つの住区で芽吹いている「お茶の間事業」や「おしゃべりサロン」等を運営するボラン
ティアの運営団体を支援するための補助事業を創設し、地域の高齢者が気軽に参加で
きる仕組み作りを支援する。
団体が活動するための会場使用料、ＰＲにかかる費用など１団体あたり１００千円を上限
に補助する。

その他特定財源

一般財源

高齢者福祉

自立と社会参加

国・道補助金

起債

本事業は、高齢者が地域でいきいきと安心して生活できるよう、地域
での交流を深め、お互いに支え合い、助け合う地域づくりを進めると
ともに、高齢者の閉じこもりや孤立化を防ぐことを目的として、地域の
人たちの自発的かつ自由な発想による、高齢者が子供や地域の人
たちと気軽に交流することのできる「お茶の間」や「サロン」などを運
営する事業に対し、10万円を限度として、会揚使用料やPR経費の助
成を行うものです。
地域につきましては、北広島団地地区に限定するものではなく、各地
区における事業への支援を考えているところです。

【予算案】
現在行っている社会実験の結果がまだ出ていないことから、当面は
団体に対する側面的支援を行いながら幅広い市民意見を求めること
とし、当初予算案への計上は行いませんでした。

予算額　　　０千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表

●北広島団地は市内でも高齢化が特にすすんだ地域であるが、い
ずれ各地域とも同じ状況になる。今はこの地域をモデルとして、安心
して住み続けられるしくみをつくるべき。独居の割合も非常に高く、放
置しておくと孤独死などの不幸な事例にもつながりかねない。気軽に
訪れ、お茶を飲んだり他の人とおしゃべりをして交流する場所を市民
主体でつくることが求められている。地域で市民が主体的に運営でき
るまでの初期費用は市が支援することが必要。



パブリックコメント様式

整理番号 16

第１章

第１節

第２施策

所管部局 保健福祉部健康推進課

事業

目的

事業

概要

効果

1,404

【予算案】
一部内容の精査を行い減額し予算を計上しました。

予算額　　　１，０５４千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表 提出意見はありませんでした。

財源内訳
【千円】

乳幼児の細菌性髄膜炎を予防するヒブワクチンの接種費用の一部助成を行う。
生後２ヶ月から５歳未満の幼児を対象に、接種開始年齢により１回、３回、４回ワクチン
接種するもので、１回につき３，５００円の助成を行う。

その他特定財源

一般財源

健康と医療

保健予防の推進

国・道補助金

起債

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

ヒブワクチン予防接種費用助成事業

予
算
要
求
概
要

乳幼児の細菌性髄膜炎を予防するヒブワクチンの接種費用の一部助成を行い、保護者
の負担軽減を図る。

ヒブワクチン接種を接種することで細菌性髄膜炎の予防が図れる。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

1,404

総合計画における区分

安全で安心できるまち



パブリックコメント様式

整理番号 17

第1章

第4節

第3施策

所管部局 保健福祉部こども発達支援センター

事業

目的

事業

概要

効果

5,193

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

福祉センター大規模改修事業

予
算
要
求
概
要

福祉センターは築28年以上経過しており、建物を継続的に利用していくための施設設備
の老朽化への対応と、心身障がい児者や高齢者の安全と利便性の向上を図るための
大型修繕事業である。

20年度実施の耐震診断により問題点は認められず、適切な改修と維持管理によってさ
らに継続して利用することが見込めるため、新築建て替えなどと比較すると費用の面で
経済的に利用者の安全性と利便性の向上を図ることができる。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

5,193

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

大規模改修についての要点としては、以下のとおり。
①外壁及び屋上防水の改修
②エレベーターの設置
③内部施設及び設備の改修
④建物内外の給排水設備の改修
⑤上記工事にかかる構造診断、設計及び監理などの委託

その他特定財源

一般財源

総合計画における区分

安全で安心できるまち

障がい者福祉

心身障がい児療育の充実

福祉センターは、築28年以上経過し今後も建物を継続的に利用して
いくため、施設の老朽化への対応が必要であり、第3次実施計画（平
成20年度から22年度）において大規模改修事業を位置づけておりま
す。

【予算案】
改修にあたっては、公共施設全体の中における福祉センターのあり
方についても検討が必要であることから、上記の状況も踏まえ当初
予算案への計上は行いませんでした。

予算額　　　０千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表

●福祉センターは、新庁舎改築計画とリンクして検討すべきではない
かと考える。現在の第３庁舎を福祉（救急センターを含めて）関係施
設として活用した方がよいのではないか。

●保健センターがない北広島市では乳児健診等で福祉センターの利
用が欠かせない。高齢者や障がい者・乳幼児を連れた親の利用が多
い施設であるにもかかわらず、エレベーターがなかったことが不思議
だった。市内各コミュニティ施設は利用が飽和状態であることから、エ
レベーター設置など、福祉センターを早期に改修し、市民活動がさら
に活発に行われるよう利用の拡大をはかるべき。



パブリックコメント様式

整理番号 18

第5章

第2節

第1施策

所管部局 建設部建築課

事業

目的

事業

概要

効果

22,450

5,220

【予算案】
入居者意向調査を実施することとし予算を計上しました。

予算額　　　９８千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表 提出意見はありませんでした。

住宅

公営住宅の整備

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

市営住宅共栄第2団地29棟126戸、北の台団地4棟16戸を、1団地142戸に集約し建替。
　○事業概要　住宅建設142戸、既存住宅解体除却142戸、入居者移転、駐車場整備、
　　　　　　　　　　関連施設整備
　○事業期間　平成22年度～平成30年度
　○総事業費　約2,850,000千円

平成２２年度は、現況測量、基本設計、北広島市公営住宅長寿命化計画策定等

その他特定財源

一般財源

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

市営住宅共栄団地建替事業

予
算
要
求
概
要

昭和40年台に建設され老朽化が著しい市営住宅2団地を建替え、住環境水準を向上さ
せる。

高齢者や障害者を含む住宅困窮者に、低家賃で良質な住宅を提供する。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

27,670

総合計画における区分

高い都市機能をもち、活力にあふれるまち



パブリックコメント様式

整理番号 19

第５章

第３節

第５施策

所管部局 建設部土木事務所

事業

目的

事業

概要

効果

360

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

雪対策基本計画策定事業

予
算
要
求
概
要

雪対策に関する行政と住民の基本的な役割分担等を定め、これを計画に明記すること
により、住民に理解・協力を求める際の根拠とし、協働に基づく雪対策の推進を図る。

計画の策定プロセスにおいて、協働のあり方や役割分担等を検討・議論し、基本的な考
え方を定めるとともに、計画に明記することにより、住民に理解・協力を求める際の根拠
となる効果が期待できる。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

360

総合計画における区分

高い都市機能を持ち、活力にあふれるまち

財源内訳
【千円】

厳しい地方財政状況の中、快適な冬環境へのニーズに応えるとともに、少子高齢化の
進展を踏まえて安全安心な雪国を形成していくために、雪対策に関する総合的な計画を
策定し、基本的な考えを定める。
市民アンケート調査等により住民意向を把握し素案を策定。庁内検討会議及び有識者
会議での検討を踏まえ、パブリックコメントの実施等により計画を策定する。
平成２２年度は、市民アンケートを実施。

その他特定財源

一般財源

道路と交通

冬期間交通の確保

国・道補助金

起債

【予算案】
要求内容を精査し減額して予算を計上しました。

予算額　　　３３０千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表 提出意見はありませんでした。



パブリックコメント様式

整理番号 20

第５章

第３節

第５施策

所管部局 土木事務所

事業

目的

事業

概要

効果

18,200

3,169

【予算案】
要求内容どおり予算を計上しました。

予算額　　　２１，３６９千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表 提出意見はありませんでした。

道路と交通

冬期間交通の確保

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

平成７年に購入した歩道用の小型ロータリー除雪車が、耐用年数を経過し老朽化してい
ることから、更新を行う。
　　・小型ロータリー除雪車ＨＫ１３５Ｓ　　　１台
　　　　　草刈り装置付、　Ｗ＝１．３５ｍ

その他特定財源

一般財源

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

除雪車等購入事業

予
算
要
求
概
要

除雪車等の更新を計画的に実施することにより、除雪・道路維持体制を保持、強化し、
冬期間の円滑な交通と安全を確保する。

車両を更新することにより故障回数等が減少し、安定した運用ができるため除雪体制の
強化につながる。また、修理費等のランニングコストが軽減できる。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

21,369

総合計画における区分

高い都市機能を持ち、活力にあふれるまち



パブリックコメント様式

整理番号 21

第２章

第１節

第２施策

所管部局 建設部都市整備課

事業

目的

事業

概要

効果

30,000

27,000

3,066

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業

予
算
要
求
概
要

　公園施設の機能保全・安全性の確保、都市公園における安全・安心対策を緊急克つ
計画的に実施し、子供や高齢者をはじめ誰もが安全で安心して利用できる都市公園の
整備を推進する。

　当事業を実施することにより、公園内に設置しいている諸施設の利用に際し、誰もが安
心して利用でき遊びや憩いの場として提供が可能となる。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

60,066

総合計画における区分

環境と共生する快適なまち

財源内訳
【千円】

　市街地の防災性や公園施設の安全性の確保に関し、公園施設の耐用年数が超えたも
の、又は、施設点検等で改善が必要と判断されたもので、「公園施設長寿命化計画」に
基づき適切に維持管理されている施設の改築、改修を実施する。
　計画としては、同程度の内容で５ヵ年間実施する予定である。

その他特定財源

一般財源

自然と緑と公園

みんなが憩える公園・緑地づくり

国・道補助金

起債

「公園施設長寿命化計画」に基づき「都市公園安全・安心対策緊急
総合支援事業」を行うこととしており、市内すべての公園を対象に老
朽化の著しいところから修理、改築を行っていく計画であります。
現在、市内公園に設置してある遊具等について、点検作業を実施し
施設の長寿命化計画を策定中であります。
当該事業は、この計画に基づき維持管理を実施し、改善が必要と判
断された施設については、施設の改築、改修を実施していくものであ
ります。１公園全体の改築等を行う場合は、地域住民の意見要望等
の把握から、ワークショップ等の制度を活用していきたいと考えてお
ります。
また、住民参加型のボランティア活動の取組については、「都市公園
等里親制度」が既に実施されており、毎年２～３月に都市公園指定
管理者のホームページで活動参加募集がありますので、是非参加を
頂きたいと思います。

【予算案】
要求内容どおり予算を計上しました。

予算額　　　６０，０６５千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表

●公園整備については該当場所が明記されていないので、予算確
保を目的としたものであれば凍結すべきではないか。

●児童公園など遊具が壊れたままの危険な個所がある。安全に遊
ぶことができるように早急に整備してほしい。また、それぞれの地域
の特性に合わせた個性的な公園を市民の意見を取り入れて整備し
てほしい。地域住民による公園安全チェックや、ごみ拾いのボラン
ティアなど、住民参加で公園を整備する企画の予算を盛り込んでほし
い。



パブリックコメント様式

整理番号 22

第５章

第３節

第１施策

所管部局 建設部都市整備課

事業

目的

事業

概要

効果

2,700

3,300

【予算案】
要求内容どおり予算を計上しました。

予算額　　　６，０００千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表 提出意見はありませんでした。

財源内訳
【千円】

道路改良工事　Ｌ＝１６０ｍ　Ｗ＝５．５ｍ＋２．５ｍ
　　　　　　　　　　Ｌ＝　６０ｍ　Ｗ＝２．７５ｍ

その他特定財源

一般財源

道路と交通

市内幹線道路・生活道路等の整備

国・道補助金

起債

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

大曲地区道路改築事業（大曲幸１号線）

予
算
要
求
概
要

　本路線は国道36号と大曲幸土地区画整理事業地区の既存住宅地を連絡する道路で
ある。この内、区画整理事業区域内については既に整備が完了しており、残る区画整理
事業区域界から国道36号までの区間Ｌ＝220ｍの道路改良と歩道を整備することにより
地域住民等の歩行者と車両を区分し交通の安全を確保する。

　本路線を整備することにより、児童生徒を含む歩行者と車両を区分し、歩行者と車両
の安全で円滑な交通を確保する。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

6,000

総合計画における区分

高い都市機能をもち、活力あふれるまち



パブリックコメント様式

整理番号 23

第５章

第３節

第１施策

所管部局 建設部都市整備課

事業

目的

事業

概要

効果

12,000

3,600

4,400

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

大曲東通線歩道造成事業

予
算
要
求
概
要

　本路線は、道道栗山北広島線と国道274号とを結ぶ延長3,940ｍの幹線道路である。こ
の内道道栗山北広島線側から2,850ｍの区間は幅員3.5mの自歩道が既に設置されてお
り、これを札幌恵庭自転車道線のアクセスポイントまでの延長 700ｍを延伸整備すること
により本市域内はもとより札幌市も含めた広域的なサイクリングネットワークの充実が図
られる。

　歩道を整備することにより沿線住民のほか、本線を利用する歩行者や自転車の安全な
通行を確保するとともに通過車両の安全で円滑な走行空間を確保する。

平成
２２年度

予算
要求額
【千円】

20,000

総合計画における区分

高い都市機能をもち、活力あふれるまち

道路と交通

市内幹線道路・生活道路等の整備

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

歩道造成工事　Ｌ＝７００ｍ　Ｗ＝３．５ｍ

その他特定財源

一般財源

【予算案】
国からの交付金が未確定であるため今後の動向を見極めるものと
し、当初予算案への計上は行いませんでした。

予算額　　　０千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表 提出意見はありませんでした。



パブリックコメント様式

整理番号 24

第2章

第1節

第2施策

所管部局 建設部都市整備課

事業

目的

事業

概要

効果

480

720

予算案の公表・意見等への回答

【予算案】
要求内容どおり予算を計上しました。

予算額　　　１，２００千円

予
算
要
求
概
要

　北広島団地周辺緑地の風倒木や枯損木を除去し、市民に親しまれる空間の確保を目
指す。

　風倒木・枯損木除去　２ha

意見等の公表 提出意見はありませんでした。

　自然観察、散策、森林浴、など憩いの空間となる。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

1,200
財源内訳
【千円】

国・道補助金

起債

その他特定財源

一般財源

事業名 北広島団地周辺緑地樹木管理事業

〔平成２２年度当初予算要求〕

総合計画における区分

環境と共生する快適なまち

自然と緑と公園

みんなが憩える公園・緑地づくり



パブリックコメント様式

整理番号 25

第2章

第1節

第1施策

所管部局 建設部都市整備課

事業

目的

事業

概要

効果

4,150

3,700

450

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

富ヶ岡市民の森整備事業
（緑の活動拠点整備事業）

予
算
要
求
概
要

　緑のまちづくりの着実な推進を図るための基盤づくりとして、富ヶ岡地区市有林付近の
整備を実施し、多くの市民が親しみ憩える拠点を目指す。

　自然観察、散策、森林浴、植樹や環境教育の場など緑の活動拠点となる。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

8,300

総合計画における区分

環境と共生する快適なまち

財源内訳
【千円】

　四阿　　　　　　１棟
　管理用道路　L=309ｍ
　駐車場　　　　A＝722㎡

その他特定財源

一般財源

自然と緑と公園

自然・緑の保全と育成

国・道補助金

起債

富ヶ岡市有林は、市民植樹祭や森林ボランティアとの協働による森
林整備、苗木の圃場整備、教育委員会との連携による自然観察や、
体験学習の場として広く利用されておりますが、管理用道路や駐車
場など不備な部分があることから、早急にこれらを整備し利用を容易
にすることとしております。

【予算案】
国の補助金が廃止されたことから、当初予算案への計上を行いませ
んでした。

予算額　　　０千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表
●現在の利用状況や今後の見込みが不明であり、十分に分析したう
えで次年度（平成２３年度）で措置したほうがよい。



パブリックコメント様式

整理番号 26

第6章

第1節

第4施策

所管部局 経済部農政課

事業

目的

事業

概要

効果

250

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

菜園パーク促進事業

予
算
要
求
概
要

　土や緑の自然に親しむレクレーション施設として市民農園の人気が高まっている一方、
市内で遊休農地、耕作放棄地等が増加している中、それらの有効活用を図り、農業経営
の多角化と安定化にもつなげる市民農園の開設を促進するため、開設する市民農園に
対し経費の一部を助成するものである。　また、市内開設市民農園の総称を菜園パーク
と称する。

　市内の遊休農地等の有効利用による農業経営の安定化、市民農園の開設による余暇
活動や家庭菜園への場所の提供等による、都市近郊型農業・グリーンツーリズムの推
進

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

250

総合計画における区分

力強い産業活動が展開されるまち

農業

都市型農業の展開

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

【対象】　市民農園整備促進法による認定を受ける市民農園。
　　　　　規模は概ね５０a以上で、５年以上継続して開園できること。（５年未満で閉園と
　　　　　なった場合は補助金の返還が必要）
【補助率等】　○補助対象経費
　　　　　　　　給水施設・トイレ・駐車場・看板等の市民農園の開設に必要な施設整備費
【補助率等】　○補助率
　　　　　　　　補助対象経費の３分の１以内（補助金上限額２５万円）
【その他】　市は、補助金の支出のほか、PR等の周知を行う。

その他特定財源

一般財源

【予算案】
要求内容どおり予算を計上しました。

予算額　　　２５０千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表 提出意見はありませんでした。



パブリックコメント様式

整理番号 27

第６章

第４節

第１施策

所管部局 経済部商業労働課

事業
目的

事業

概要

効果

67,316

14,529

具体的な実施事業内容は次のとおりです。

《直営分（市臨時職員５人）》
■市道維持管理事業　３人（普通作業員…雇用期間は４月から８ヵ月）
■就職支援事業　　　　２人（一般事務職…雇用期間は１年）

《委託分（２４人）》
■社会体育・教育施設整備事業　６人（普通作業員）
　○雇用期間　５月～９月（80日間）
■公園環境整備事業　４人（普通作業員）
　○雇用期間　５月～11月（126日間）
■公園環境整備事業その２　４人（普通作業員…雇用期間６ヵ月）
　○雇用期間　10月～平成23年３月（88日間）
■防火対象物・危険物施設データー作成　４人（一般事務…雇用期間６ヵ月）
　○雇用期間　６月～12月（60～80日間）
■高齢者生活支援事業　４人（福祉関係事務…雇用期間１年）
　○雇用期間　４月～平成23年３月
■高齢者介護雇用事業　２人（介護補助…雇用期間１年）
　○雇用期間　４月～平成23年３月
　※施設に勤めながら、資格（ホームヘルパー２級）を取得できる事業です。

【予算案】
一部内容の見直しを行い減額して予算を計上しました。

予算額　　　７３，３２５千円

予算案の公表・
意見等への回答

意見等の公表
●現況を考えると必要である施策ではあるが、「事業概要」には漠然とし
た区分のみ示されており、具体的にどのように対処するのか不明である。
８１００万円の使途として後々市民説明できるか吟味すべきではないか。

〔平成２２年度当初予算要求〕

緊急雇用対策事業

予
算
要
求
概
要

昨今の厳しい雇用情勢に対処するため、離職を余儀なくされた非正規労働者、中高年齢
者の失業者に対して、就業機会の創出を図ることを目的に当該事業を実施する。

当該事業は失業者対策として早急に取り組む必要があり、実施にあたっては、雇用創出
が期待できる。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

81,845

労働環境

雇用の促進

国・道補助金

総合計画における区分

力強い産業活動が展開されるまち

その他特定財源

一般財源

事業名

起債財源内訳
【千円】

《平成22年度緊急雇用創出》
■委託分　６事業（67,316千円）・新規雇用人数　30人
■直営分　４事業（14,529千円）・新規雇用人数　９人



パブリックコメント様式

整理番号 28

第4章

第2節

第2施策

所管部局 管理部 管理課

事業

目的

事業

概要

効果

11,610

〔平成22年度〕
・6月頃　実施設計委託業務着手
・H23・2月頃　実施設計委託業務完了
〔平成23年度〕
・ 7月頃　本工事着手　　・H24・2月頃　本工事完成

【予算案】
要求内容どおり予算を計上しました。

予算額　　　１１，６１０千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表 提出意見はありませんでした。

財源内訳
【千円】

・校舎棟-4,491㎡
・屋内体育館棟-674㎡
に対する、

・大規模改造工事（電気設備、衛生設備機器を含む）
・耐震化工事

その他特定財源

一般財源

学校教育

教育環境の整備

国・道補助金

起債

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

若葉小学校校舎屋体地震補強・大規模改造事業

予
算
要
求
概
要

耐震補強工事が未実施であり、また、学校統合に向けて改造工事等の施設整備が必要
なため。

事業実施により、安全で良好な学校施設整備の充実が図られ、教育環境及び教育効果
向上が期待できる。

平成
２２年度

予算
要求額
【千円】

11,610

総合計画における区分

豊かな心と個性ある文化をはぐくむまち



パブリックコメント様式

整理番号 29

第4章

第2節

第2施策

所管部局 管理部 管理課

事業

目的

事業

概要

効果

10,400

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

高台小学校校舎屋体大規模改造事業

予
算
要
求
概
要

学校統合に向けて、改造工事等の施設整備が必要なため。

事業実施により、安全で良好な学校施設整備の充実が図られ、教育環境及び教育効果
向上が期待できる。

平成
２２年度

予算
要求額
【千円】

10,400

総合計画における区分

豊かな心と個性ある文化をはぐくむまち

学校教育

教育環境の整備

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

・校舎棟-4,340㎡
・屋内体育館棟-817㎡
に対する、

・大規模改造工事（電気設備や衛生設備機器を含む）

その他特定財源

一般財源

〔平成22年度〕
・6月頃　実施設計委託業務着手
・H23・2月頃　実施設計委託業務完了
〔平成23年度〕
・ 7月頃　本工事着手　　・H24・2月頃　本工事完成

【予算案】
要求内容どおり予算を計上しました。

予算額　　　１０，４００千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表 提出意見はありませんでした。



パブリックコメント様式

整理番号 30

第4章

第2節

第2施策

所管部局 管理部 管理課

事業
目的

事業

概要

効果

2,250

ご意見のとおり早期に着手する必要があり、下記の工程にしたがっ
て早急に取り組みます。
平成22年度においては、まず実施設計委託業務に着手します。業務
の期間はおよそ4～5ヶ月ほど要し、9月完了予定です。その後、工事
の着手に向けて国庫補助を受けて事業を実施するため、文部科学省
に対して事業計画を策定し提出します。
平成23年度において国庫補助金の交付決定がされた場合、平成23
年6月頃に工事発注し12月頃の完成予定です。

〔平成22年度〕
・ 4月　実施設計委託業務着手　　・ 9月　実施設計委託業務完了
〔平成23年度〕
・ 6月　EV設備設置工事着手　　・12月　EV設備設置工事完成

【予算案】
要求内容どおり予算を計上しました。

予算額　　　２，２５０千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表

●車椅子を使用している子や足の不自由な子がおり、教師がだっこ
して階段移動を行っています。このままでは負担が大きいため、出来
るだけ早く設置をお願いします。（同様のご意見５件）

●保護者の中にも車椅子利用の方がおり、我が子の学習の参観が
出来ない状況や、地域への開放においても老人会との交流が出来な
い状況があります。

●車いす利用の児童が校舎内を自由に行き来ができるようエレベー
ターの設置を早急にすすめてほしい。

財源内訳
【千円】

身体に障害を持つ児童が、総合学習や授業などで階層間を移動する際、現状では階段
を利用する術しかなく、非常に不便な為、エレベーター設備を設置し段差解消のための
改修工事を施工する。

その他特定財源

一般財源

学校教育

教育環境の整備

国・道補助金

起債

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

大曲東小学校エレベーター設備等設置事業

予
算
要
求
概
要

現在、階層間の移動手段が階段しかなく、身体に障がいがあったり、車椅子利用者が不
自由なため。

事業実施により、安全で良好な学校施設整備の充実が図られ、教育環境及び教育効果
向上が期待できる。

平成
２２年度

予算
要求額
【千円】

2,250

総合計画における区分

豊かな心と個性ある文化をはぐくむまち



パブリックコメント様式

整理番号 31

第4章

第2節

第2施策

所管部局 管理部 管理課

事業

目的

事業

概要

効果

1,890

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

西部中学校講堂耐震化事業

予
算
要
求
概
要

耐震二次診断が未実施であり、施設の耐震性を確認する必要があるため。

事業実施により、安全で良好な学校施設整備の充実が図られ、教育環境及び教育効果
向上が期待できる。

平成
２２年度

予算
要求額
【千円】

1,890

総合計画における区分

豊かな心と個性ある文化をはぐくむまち

学校教育

教育環境の整備

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

昭和48年度に建設された講堂-587㎡は、築後36年余りが経過し、老朽化が顕著である
ことと狭隘であることから、まず施設の安全性を確かめるため、耐震二次診断調査を実
施する。

その他特定財源

一般財源

【予算案】
講堂の狭隘を解消するための改修計画等の立案を優先することと
し、当初予算案への計上は行いませんでした。

予算額　　　０千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表 提出意見はありませんでした。



パブリックコメント様式

整理番号 32

第4章

第4節

第2施策

所管部局
生涯学習部

芸術文化ホール

事業

目的

事業

概要

効果

172

【予算案】
要求内容どおり予算を計上しました。

予算額　　　１７２千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表 提出意見はありませんでした。

芸術と文化

芸術文化の創造と発信

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

芸術文化創造プランの策定にあたっては、市民等との協働による懇話会を立ち上げ、プ
ランをまとめる。
・懇話会１５名×３回の実施

その他特定財源

一般財源

事業名

〔平成２２年度当初予算要求〕

芸術文化創造プラン策定事業

予
算
要
求
概
要

「創造の時代」にふさわしい、芸術文化活動の推進のため。

芸術文化活動の発表と創作の機会の充実、多彩な芸術文化の鑑賞機会の提供、芸術文化に関
する学習機会や相談体制を充実するための、各種カルチャー講座の開設や、公民館・図書館と
の連携による芸術文化事業の展開、全国的・全道的なネットワークを活用による鑑賞機会の情
報の収集・発信、及び、近隣自治体との事業連携の推進といった芸術文化の推進に寄与できる。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

172

総合計画における区分

豊かな心と個性ある文化をはぐくむまち



パブリックコメント様式

整理番号 33

第4章

第3節

第6施策

所管部局 生涯学習部青少年課

事業

目的

事業

概要

効果

100

50

〔平成２２年度当初予算要求〕

地域ぐるみの学校安全安心体制整備事業

予
算
要
求
概
要

学校の管理下における事件や事故が大きな問題となっているため、子どもたちが安心し
て学校に通えるよう、地域で子どもたちを見守る活動を推進する。

スクルールガ－ドリーダーの巡回指導より安全啓発がなされ、講習会開催により地域で
子どもたちを見守る活動が推進される。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

150

国・道補助金

起債財源内訳
【千円】

総合計画における区分

豊かな心と個性ある文化をはぐくむまち

社会教育

青少年の健全育成

その他特定財源

一般財源

事業名

【予算案】
要求内容どおり予算を計上しました。

予算額　　　１５０千円

予算案の公表・意見等への回答

意見等の公表 提出意見はありませんでした。

スクルールガ－ドリーダーによる巡回指導と、「地域で子どもを守り育てる安全安心講習
会」を開催する。
（Ｈ２１年度までは、国が１／３、道が２／３を負担する事業であったが、
　Ｈ２２年度から国が１／３、道が１／３、市が１／３を負担する事業となった。）



パブリックコメント様式

整理番号 34

第１章

第７節

第３施策

所管部局 消防本部総務課

事業

目的

事業

概要

効果

25,989

〔平成２２年度当初予算要求〕

総合計画における区分

安全で安心できるまち

防災と消防

消防・救急活動の強化

事業名 消防署大曲出張所移転用地取得事業

予
算
要
求
概
要

　交通渋滞での出動障害や敷地の狭隘などの課題解消のため、災害対応が適切に行
える適地へ消防署大曲出張所を移転する必要があり、適地に用地を取得します。

　管轄する西地区の人口増加や大型集客施設の立地、道路網の整備が進行したことに
より、災害の複雑多様化・大規模化が懸念され、これら災害に迅速に対応するため、大
曲・輪厚地区の市街地を睨んだ適地に約２，３００平方メートルの用地を取得します。

　適地に移転することにより、スムーズな出動と敷地の狭隘が解消され、消防拠点施設
としての機能が充実します。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

25,989
財源内訳
【千円】

国・道補助金

予算案の公表・意見等への回答

【予算案】
要求内容を精査し減額して予算を計上しました。

予算額　　　２５，０７７千円

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表 提出意見はありませんでした。



パブリックコメント様式

整理番号 35

第１章

第７節

第３施策

所管部局 消防本部総務課

事業

目的

事業

概要

効果

1,000

199

予算案の公表・意見等への回答

【予算案】
市有建築物耐震化推進計画における各施設の優先度等を勘案し当
初予算案への計上は行いませんでした。

予算額　　　０千円

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表 提出意見はありませんでした。

事業名 消防庁舎耐震化事業

予
算
要
求
概
要

　防災体制の充実のため、災害時防災拠点施設の耐震化を図る。

　消防署車庫について、平成22年度に実施設計を行い、耐震計画評定委員会の評定を
経て早期に着手する。

　震災時において、消防車両と災害対応活動隊の出動障害を解消できる。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

1,199
財源内訳
【千円】

国・道補助金

〔平成２２年度当初予算要求〕

総合計画における区分

安全で安心できるまち

防災と消防

消防・救急活動の強化



パブリックコメント様式

整理番号 36

第１章

第７節

第３施策

所管部局 消防本部警防課

事業

目的

事業

概要

効果

36,780

6,829

予算案の公表・意見等への回答

【予算案】
防衛関係の補助における車両整備の優先順位等を勘案し当初予算
案への計上は行いませんでした。

予算額　　　０千円

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表 提出意見はありませんでした。

事業名 消防車両整備事業

予
算
要
求
概
要

　複雑多様化する災害・事故に対応するため、近代的な装備を付した車両の整備や更
新を行い、消防・救急体制の強化を図る。

　平成５年２月より運用している小型ポンプ付水槽車が、１６年経過したため更新する。

　老朽化に伴う車両性能の低下による現場臨場や活動の遅延等の懸念が解消できる。

平成
２２年度
予算
要求額
【千円】

43,609
財源内訳
【千円】

国・道補助金

〔平成２２年度当初予算要求〕

総合計画における区分

安全で安心できるまち

防災と消防

消防・救急活動の強化




